
協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
も
う
少
し
期
間

を
も
ら
い
た
い
。

●
北
部
地
域
（
荒
木
、
須
加
、

北
河
原
小
学
校
）
の
３
年
後

の
再
編
に
向
け
て

　
　

再
編
す
る
地
域
の
中
学

校
区
ご
と
に
置
く
「
地
域
組

織
」
は
ど
の
よ
う
な
組
織
か
。

　
　

学
校
運
営
協
議
会
委
員
、

保
護
者
、
地
域
団
体
の
代
表

者
等
が
参
加
し
、
校
名
や
再

編
に
必
要
な
事
項
を
協
議
し

て
も
ら
う
。
た
だ
聞
く
だ
け

の
場
で
は
な
く
、
変
更
、
再

検
討
も
含
め
議
論
し
、
合
意

形
成
を
図
る
場
で
あ
る
。

　
　

実
行
計
画
の
内
容
は
。　

　
　

学
校
間
で
異
な
る
事
項

の
統
一
な
ど
３
年
間
に
調
整

す
べ
き
項
目
と
そ
れ
に
着
手
、

決
定
す
る
時
期
、
主
体
な
ど

を
記
載
し
て
い
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
南
河
原
支
所
・
各
公
民
館

の
機
能
充
実
を

○
待
機
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
た

特
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行
田
市
駅
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
な
く
、
住
民
が
困
っ

て
い
る
現
状
を
市
長
は
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
。
早
急

に
設
置
す
べ
き
で
は
。

　
　

市
駅
は
街
の
玄
関
口
、

観
光
の
拠
点
と
な
る
駅
で
あ

り
、
利
便
性
の
向
上
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
設
置

は
課
題
で
あ
る
。
今
後
、
橋

上
駅
の
耐
久
性
や
利
用
状
況

等
を
調
査
し
、
設
置
の
可
能

性
を
考
え
て
い
く
。

　
　

設
置
に
向
け
て
、
ま
ず

は
秩
父
鉄
道
株
式
会
社
社
長

と
ト
ッ
プ
会
談
を
行
う
べ
き
。

協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

橋
上
駅
の
寿
命
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
費
用
な
ど

経
費
が
不
明
確
で
あ
り
、
調

査
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り

を
取
り
、
確
実
な
金
額
や
県

か
ら
補
助
金
が
出
る
の
か
否

か
、
秩
父
鉄
道
と
の
負
担
割

合
な
ど
、
あ
る
程
度
の
考
え

を
持
っ
た
上
で
、
皆
さ
ん
に

も
報
告
を
し
、
秩
父
鉄
道
と

　
　

市
民
か
ら
の
要
望
が
高

い
生
活
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
は
、
市
の
重
要
施
策
に

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
財

源
を
優
先
的
に
確
保
し
重
点

的
に
整
備
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

現
在
、
市
民
要
望
件
数

が
９
９
０
件
、
整
備
に
必
要

な
予
算
が
１
５
０
億
円
で
あ

り
、
要
望
も
年
々
増
加
し
て

い
る
。
そ
の
全
て
を
整
備
す

る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
一

定
期
間
で
目
標
実
施
率
を
定

め
計
画
的
に
実
施
し
た
い
。

●
都
市
計
画
道
路
常
盤
通
佐

間
線
に
つ
い
て

　
　

行
田
市
総
合
公
園
南
側

か
ら
の
未
整
備
区
間
の
早
期

開
通
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

本
年
３
月
、
沿
線
自
治

会
を
対
象
に
都
市
計
画
決
定

の
内
容
や
近
年
の
取
り
組
み

状
況
、
今
後
の
予
定
な
ど
に

つ
い
て
、
埼
玉
県
行
田
県
土

整
備
事
務
所
に
も
出
席
を
依

頼
し
、
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

長
年
市
営
住
宅
の
５
階
に

住
む
80
歳
を
超
え
た
ご
夫
婦

の
話
を
聴
い
た
。
そ
こ
で
、

高
齢
者
に
対
す
る
引
っ
越
し

等
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

２
階
以
上
に
住
ん
で
い

る
後
期
高
齢
者
の
方
は
、
何

世
帯
あ
る
の
か
。
ま
た
、
１

階
に
引
っ
越
し
は
可
能
か
、

引
っ
越
し
支
援
は
で
き
な
い

の
か
。

　
　

本
年
５
月
31
日
現
在
、

２
階
以
上
に
住
む
後
期
高
齢

者
は
、
63
世
帯
あ
り
、
引
っ

越
し
は
、
空
き
室
が
あ
れ
ば

可
能
で
あ
る
。
現
時
点
で
引

っ
越
し
費
用
の
援
助
な
ど
は

な
い
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
調
査
・
研
究
に
努

め
る
。

●
外
国
人
市
民
の
応
援

　

市
内
に
住
む
外
国
人
は
、

本
年
５
月
１
日
現
在
、
１
６

３
２
人
お
り
、
地
域
の
中
で

の
生
活
に
な
じ
む
た
め
、
手

助
け
を
し
て
欲
し
い
と
の
要

望
が
あ
る
。

　
　

災
害
時
対
応
の
情
報
提

現
時
点
で
は
事
業
実
施
時
期

が
未
定
の
た
め
、
今
後
も
全

線
開
通
に
向
け
、
埼
玉
県
と

協
力
し
、
一
日
で
も
早
く
事

業
化
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

●
街
路
樹
に
つ
い
て

　
　

南
大
通
線
の
ケ
ヤ
キ
な

ど
の
街
路
樹
は
、
道
路
沿
い

の
騒
音
の
緩
和
や
き
れ
い
な

街
並
み
を
形
成
し
て
い
る
が
、

大
木
化
し
過
ぎ
て
お
り
、
良

好
な
状
態
を
保
つ
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
早

急
に
安
全
安
心
の
た
め
、
管

理
方
法
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

対
応
策
と
し
て
街
路
樹

の
撤
去
や
低
木
へ
の
植
え
替

え
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

街
を
彩
る
緑
は
市
民
の
財
産

で
も
あ
る
の
で
、
今
後
は
街

路
樹
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、

市
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

他
市
の
状
況
を
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

〔
そ
の
他
の
質
問
〕　　
　

○
水
城
公
園
の
整
備
と
維
持

管
理
に
つ
い
て

供
、
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
自
治

会
な
ど
へ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。

　
　

７
カ
国
語
対
応
の
防
災

ガ
イ
ド
を
作
成
し
、
災
害
時

対
応
・
備
え
な
ど
の
情
報
提

供
を
図
っ
て
い
る
が
、
避
難

情
報
の
周
知
や
、
防
災
意
識

の
普
及
、
啓
発
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
地
域
の
防
災
訓

練
へ
の
参
加
を
働
き
か
け
る

な
ど
、
工
夫
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
相
談
に
つ
い

て
は
、
埼
玉
県
が
設
置
し
て

い
る
外
国
人
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
を
紹
介
し
、
問
題
解
決

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

市
内
の
任
意
団
体
に
よ
る
日

本
語
教
室
も
開
催
し
て
い
る
。

　
　

多
文
化
共
生
に
つ
い
て
、

外
国
人
市
民
の
多
い
他
市
の

状
況
を
調
査
・
研
究
し
て
い

る
の
か
。

　
　

群
馬
県
太
田
市
、
大
泉

町
な
ど
を
参
考
に
調
査
・
研

究
し
て
い
る
。

市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

答答

答

答

答 市 民 の 声

秩
父
線
行
田
市
駅
に

　 
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
早
期
設
置
を

村　

田　

秀　

夫

（
日
本
共
産
党
）

高 齢 者 支 援

市
営
住
宅
に
住
む
高
齢
者
支
援

に
つ
い
て

江　

川　

直　

一

（
公
明
党
）

都市基盤整備

生
活
道
路
等
の
整
備
に
つ
い
て

小　

林　
　
　

修

（
市
民
と
共
に
働
く
会
）


